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全
国
統
一
研
修
は
、
日
本
社
会
福

祉
士
会
生
涯
研
修
制
度
の
共
通
研

修
課
程
に
お
け
る
基
幹
的
な
研
修

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
研
修
で

す
。
毎
年
、
全
国
８
会
場
で
均
質
の

統
一
的
な
研
修
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
は
我
が
宮
崎
県
が
当
番
、

開
催
県
と
し
て
参
加
者
を
お
迎
え

す
る
こ
と
と
な
り
現
在
、
準
備
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
社
会
福
祉

士
の
共
通
基
盤
と
し
て
設
定
し
て
あ

る
６
領
域
を
柱
と
し
て
お
り
、
今
年
は

共
通
講
座
『
福
祉
権
利
』
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
地
域
支
援
』
、
選
択
講
座
『
生

活
構
造
』『
対
人
援
助
』『
福
祉
経
営
』

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。（
詳
し
く
は
、
宮
崎
会
場
版
開 

催
要
項
も
し
く
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.m
iyazaki-csw.org/

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
） 

開
催
県
と
し
て
の
準
備
状
況
は
、

昨
年
度
の
研
修
に
下
見
を
兼
ね
て

参
加
し
た
と
こ
ろ
ま
で
遡
り
ま
す

が
、
実
質
的
に
は
八
月
に
打
合
せ
を

行
い
、
よ
う
や
く
九
月
に
実
行
委
員

会
組
織
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
ま
で
、
数
回
の
話
し
合
い

を
も
ち
、
役
割
分
担
や
会
員
へ
の
参

加
の
呼
び
か
け
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

シ
ナ
リ
オ
作
り
な
ど
、
各
委
員
の
責

任
分
担
の
も
と
準
備
作
業
に
追
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
折
、

会
員
や
、
す
で
に
申
込
み
を
さ
れ
た

方
か
ら
「
何
で
も
手
伝
い
ま
す
よ
！ 

遠
慮
な
く
言
っ
て
ね!!

」
と
い
う
連

絡
を
い
た
だ
く
と
、
本
当
に
あ
り
が

た
く
、
心
強
く
、
救
わ
れ
た
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
れ
か
ら
参
加
を
思
い
立

っ
た
方
、
す
で
に
申
込
期
限
を
過
ぎ

て
お
り
ま
す
が
、
全
く
入
る
余
地
が

な
い
訳
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ギ
リ

ギ
リ
の
調
整
に
な
る
か
と
は
思
い

ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
担
当
の
大
田

勝
信
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
初
日

は
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。
宮
崎
県
の

会
員
あ
げ
て
、
参
加
者
を
歓
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
夜
の
部
の
ご
協
力

も
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ

ス
ト
（
今
、
最
も
宮
崎
県
で
注
目
さ

れ
て
い
る
方
と
言
え
ば!?

・
・
交
渉

鋭
意
努
力
中
）
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
充
実
し
た
研
修
、
楽
し
い
交

流
が
で
き
ま
す
よ
う
、
会
員
各
位
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【
文
責:

実
行
委
員
長 

大
田
勝
信
】 
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●
県
北
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 

【
活
動
近
況
】 

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
10
月
20
日

(

土)

・
21
日
（
日
）
の
２
日
間
、
九

州
保
健
福
祉
大
学
通
信
教
育
部
の

依
頼
を
受
け
、
国
家
試
験
対
策
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

12
名
の
講
師
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
員

に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
後
日
、
大

学
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
大
好
評
で
、
来
年
度
の
開
催

に
つ
い
て
も
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。 

 

10
月
27
日(

土)

に
は
九
州
保
健

福
祉
大
学
で
、
ぱ
あ
と
な
あ
宮
崎
の

黒
木
幹
雄
氏

を
お
招
き
し

成
年
後
見
制

度
活
用
講
座

を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

会
員
を
は

じ
め
、
各
分

野
の
現
場
職

員
や
学
生
な

ど
計
79
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

黒
木
氏
に
は
成
年
後
見
制
度
を
、

具
体
的
な
実
践
事
例
を
交
え
、
分
か

り
や
す
く
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
大
学
と
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会
も
多
く
、
会
員

や
大
学
と
の
懇
談
会
の
声
も
挙
が

っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
さ
ら
に
連

携
を
深
め
な
が
ら
年
度
中
に
も
、
研

修
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

●
県
央
ブ
ロ
ッ
ク 
 
 
 
 
 
 

【
活
動
近
況
】 

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
10
月
26
日

(
金
）
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

ア
リ
ビ
オ
さ
く
ら
に
て
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

第
１
部
で
は
『
地
域
支
援
と
自
立

支
援
法
〜
精
神
障
害
者
を
取
巻
く

状
況
か
ら
〜
』
と
い
う
題
で
、
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
す
み
よ
し
の
荒
川

英
之
氏
に
講
演
を
い
た
だ
き
、
第
２

部
で
は
会
員
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

第
１
部
の
講
演
後
の
意
見
交
換

で
は
予
定
時
間
を
延
長
す
る
ほ
ど

白
熱
し
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
様
々

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
る
な

ど
、
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
次

回
は
是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
！ 

●
県
南
ブ
ロ
ッ
ク 
 
 
 
 
 
 

【
活
動
近
況
】 

 

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
10
月
20
日
、

(

土)

13
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
、

都
城
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
４
回
目
の
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
ま
ず
実
践
報
告
と
し
て
、

福
祉
士
会
会
員
で
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
る
４
名

か
ら
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
現

場
職
員
に
よ
る
緊
急
レ
ポ
ー
ト
」
と

題
し
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現

状
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

伝
達
研
修
と
し
て
、
評
価
シ
ー
ト
を

使
っ
た
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
質
問
や
意
見
も

多
く
だ
さ
れ
、
「
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

12
月
15
日(

土)

に
予
定
し
て
い

ま
す
５
回
目
研
修
で
は
、
ま
ず
20
年

度
の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
に
つ
い
て
協

議
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
「
Ｈ
Ｐ
の

有
効
活
用
と
自
己
啓
発
」
と
「
会
員

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
作
成
〜
会
員
同

士
も
っ
と
知
り
合
お
う
〜
」
と
い
う

研
修
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

   

☆
権
利
擁
護
委
員
会 

 
 
 
 

 

10
月
13
日
（
土
）
に
権
利
擁
護

委
員
会
を
、
下
記
の
内
容
で
開
催
し

ま
し
た
。 

 

１
、
理
事
会
報
告 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
つ
い
て 

・
全
国
統
一
研
修
に
つ
い
て 

な
ど 

 

２
、
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て 

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。 

難
病
指
定
を
受
け
て
い
な
い

病
気
を
患
う
当
事
者
や
家
族
団

体
の
啓
発
を
行
っ
て
は
と
の
意

見
な
ど
出
て
い
ま
す
。
継
続
検
討

と
な
り
ま
し
た
。 

 

３
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
活
動
報
告 

（
委
員
会
内
研
修
） 

長
嶋
さ
ん
か
ら
、
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
の
支
援
員
と
し
て

の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ブ
ロ
ッ
ク
活
動 

委
員
会
活
動 



宮崎県社会福祉士会通信「みなみ風」№39 2007（平成 19）.11.22 発行 

 

 3 

☆
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会 

 
【
活
動
近
況
】 

 

今
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
で
あ

り
ま
す
「
ケ
ア
マ
ネ
全
国
統
一
模
擬

試
験
」
は
10
月
14
日(

日)

に
実
施

し
、
24
名
の
方
が
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。 

 

挑
戦
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
方
が

介
護
福
祉
士
と
い
う
こ
と
で
、
介
護

福
祉
士
会
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
模
擬
試
験
を
受
験
さ
れ

た
方
々
が
、
全
員
合
格
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
祈
り
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
統
一
模
擬
試
験
の
問

題
は
、
残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
勉

強
さ
れ
る
方
に
は
、
有
料
で
配
布
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
周
知
方

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

        

☆
研
修
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

【
活
動
近
況
】 

８
月
18
日(

土)

、
宮
崎
市
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
基
礎
研
修

及
び
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
会
」

を
開
催
し
、
基
礎
研
修
に
は
20
名
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
に
は
42

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

基
礎
研
修
の
内
容
は
、
①
社
会
福
祉

士
会
の
組
織
と
活
動
に
つ
い
て
、
②

生
涯
研
修
制
度
に
つ
い
て
、
③
社
会

福
祉
士
の
倫
理
綱
領
に
つ
い
て
と

い
う
３
本
の
柱
に
つ
い
て
研
修
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

終
了
後
、
研
修
や
会
の
運
営
等
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
良
か
っ
た
と
い
う

意
見
、
ま
た
、
改
善
す
べ
き
点
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
の
会
の
運
営
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
う
ち
、
改
善

す
べ
き
点
に
つ
い
て
会
と
し
て
の

対
応
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

☆
国
家
試
験
対
策
委
員
会 

 
 

【
活
動
近
況
】 

９
月
９
日(

日)

か
ら
、
「
宮
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
宮
崎
市
花
山

手
）
」
に
お
い
て
社
会
福
祉
士
国
家

試
験
受
験
対
策
講
座
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

５
週
に
渡
り
、
毎
週
日
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
し
た
。 

国
家
試
験
に
向

け
て
の
「
全
国
統

一
模
擬
試
験
」
は
、

10
月
28
日
（
日
）

に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

☆
広
報
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

【
活
動
近
況
】 

９
月
15
日(

土)

10
時
か
ら
宮
崎

県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
第
２
回

広
報
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
「
み
な
み
風
」
39
号
に

つ
い
て
、
発
行
日
の
確
認
、
レ
イ
ア

ウ
ト
の
確
認
、
企
画
案
の
取
材
と
原

稿
作
成
（
役
割
分
担
）
、
編
集
と
印

刷
依
頼
の
確
認
で
し
た
。 

ま
た
、
県
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
一
般
ペ
ー
ジ
と
会
員
専
用

ペ
ー
ジ
の
管
理
規
定
の
確
認
を
し

ま
し
た
。 

11
月
11
日(

日)

10
時
か
ら
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
愛
園
の

会
議
室
に
て
「
み
な
み
風
」
39
号
発

行
に
む
け
て
の
編
集
会
議
を
行
い

ま
し
た
。 

今
後
の
広
報
紙
「
み
な
み
風
」
の
編

集
内
容
や
編
集
方
法
、
機
関
誌
や
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
会
員
用
ペ
ー
ジ

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。 
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☆
地
域
包
括
推
進
委
員
会 

 
 

【
活
動
近
況
】 

９
月
15
日(

土)

、
宮
崎
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
い
て
、
地
域
包
括
推

進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
実
態
把
握
調
査
に
つ
い
て
、
日
程

や
目
的
を
確
認
し
、
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
会
」
に
つ
い
て
、
日
時
や
場
所
、

内
容
と
い
っ
た
開
催
要
項
や
予
算

な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。 

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の 

 

 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会 

●
日
時 

平
成
19
年
11
月
23
日(

祝)

～ 

 

11
月
24
日(

土)
 
 

受
付 

９
時
30
分
～ 

●
場
所 

宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

５
階
大
研
修
会
室 

（
宮
崎
市
霧
島
１-

１-

２ 
 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
を 

 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

☆
ぱ
あ
と
な
あ
宮
崎
か
ら 

 
 

【
活
動
近
況
】 

11
月
15
日(

木)

宮
崎
県
弁
護
士

会
と
の
合
同
会
議
で
虐
待
専
門
職

チ
ー
ム
の
実
施
綱
領
や
協
議
書
、
内

容
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

協
議
書
は
福
岡
県
の
様
式
を
基

に
弁
護
士
会
で
作
成
し
た
も
の
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
綱
領
に
つ
い

て
は
弁
護
士
会
の
増
田
弁
護
士
が

次
回
（
平
成
20
年
１
月
11
日
）
ま

で
に
作
成
し
て
協
議
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
内
容
は
、
福

岡
県
を
手
本
に
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

を
作
成
（
弁
護
士
会
の
協
議
会
説
明

用
）
す
る
こ
と
を
確
認
し
社
会
福
祉

士
会
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
も
26

日
ま
で
に
弁
護
士
会
に
連
絡
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
要
領

が
で
き
次
第
、
協
定
書
を
取
り
交
わ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

弁
護
士
会
と
の
会
議
は
２
ヶ
月 

ご
と
に
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
都 

度
Ｈ
Ｐ
で
情
報
を
公
開
し
ま
す
。 

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・ 

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

●
日 

時 

平
成
19
年
12
月
８
日(

土)
 

●
参
加
費 

無
料 

●
主 

催 

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
宮
崎
県

支
部
、
リ
ー
ガ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
宮
崎
産

業
経
営
大
学
、
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会 

    

１
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 
 
 
 

 
 

 

 

21
年
４
月 

法
人
化 

 

20
年
度 

法
人
化
準
備
委
員
会 

20
年
３
月 

法
人
化
決
議 

（
定
期
総
会
） 

19
年
度 

法
人
化
推
進
委
委
員
会 

―
法
人
化
に
向
け
た
課
題
整
理 

と
対
応
方
針
検
討
― 

 

２
、
法
人
化
推
進
委
員
会 

 
 

 
 

19
年
度 

三
役
と
事
務
局
を
中
心 

に
協
議
→
理
事
会
に
提
案 

必
要
に
応
じ
て
委
員
選
出 

（
各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
数
名
） 

 

３
、
当
面
の
課
題 

 
 
 
 
 

 
 

①
会
員
率
の
向
上
へ
の
取
り
組
み 

・
会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト 

・
広
報
活
動 

・
草
の
根
作
戦 

②
事
務
所
の
設
置
・
事
務
局
体
制
の

検
討 

 

③
公
益
事
業
の
実
績
づ
く
り 

（
収
入
の

2
1

は
公
益
事
業
で 

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
） 

 

・
各
種
事
業
、
研
修
会
に
会
員
以

外
の
参
加
を
前
提 

・
県
民
に
対
す
る
事
業
の
企
画

（
相
談
事
業
な
ど
）
を
各
ブ
ロ

ッ
ク
で
も
取
り
組
む 

・
県
、
県
社
協
な
ど
か
ら
の
委
託

事
業
、
協
働
事
業
の
検
討 

・
調
査
研
究
事
業
の
実
施
、
発
表
、 

施
策
へ
の
提
案 

 

④
収
入
・
資
産
の
確
保 

・
会
費
の
問
題 

 

・
補
助
金
・
助
成
金
の
確
保
に 

よ
る
事
業
展
開 

 

⑤
理
事
会
の
構
成 

理
事
の
半
数
以
上
は
会
員
以
外 

 

⑥
会
計
処
理 

複
式
簿
記
会
計
処
理 

目標 
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社
会
福
祉
士
と
リ
ス
ク
の
発
見 

広
報
委
員 

星
村
太
一 

 

リ
ス
ク
の
発
生
と
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
、
私
の
勤
務
す
る
都

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
例
に
挙

げ
な
が
ら
考
え
て
み
ま
す
。 

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協

と
言
う
）
の
組
織
は
一
般
的
に
総
務

部
門
と
事
業
部
門
に
大
別
さ
れ
、
介

護
保
険
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

社
協
で
は
事
業
部
門
が
さ
ら
に
、
地

域
福
祉
部
門
と
介
護
保
険
部
門
に

分
か
れ
ま
す
。 

で
は
、
都
城
市
社
協
で
は
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
る
か
挙

げ
て
み
ま
す
。 

ま
ず
、
す
べ
て
の
部
門
に
共
通
す

る
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
情
報
漏
え
い

等
の
情
報
系
の
リ
ス
ク
か
ら
交
通

事
故
等
の
リ
ス
ク
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
、
総
務
部
門
と

し
て
は
財
産
管
理
に
伴
う
リ
ス
ク

と
し
て
盗
難
や
建
物
の
損
失
、
施
設

内
に
お
け
る
事
故
や
貸
付
金
の
回

収
不
能
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

次
に
、
地
域
福
祉
部
門
特
有
の
リ

ス
ク
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
や
行
わ
な
い

こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
資
金
の
貸

付
や
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
に

伴
う
リ
ス
ク
や
逆
に
、
資
金
の
貸
付

が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク

も
想
定
さ
れ
ま
す
。 

介
護
保
険
部
門
の
リ
ス
ク
と
し

て
は
、
訪
問
し
た
先
で
の
物
品
の
破

損
か
ら
介
護
事
故
、
そ
れ
に
く
わ
え

通
所
系
施
設
の
あ
る
社
協
に
お
い

て
は
、
認
知
症
利
用
者
の
徘
徊
に
伴

う
事
故
も
リ
ス
ク
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。 

こ
こ
に
列
挙
し
た
リ
ス
ク
に
つ

い
て
は
あ
る
程
度
対
処
で
き
て
い

る
部
分
で
す
が
こ
の
ほ
か
に
も
小

さ
な
事
柄
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
な
り
小
な
り
、
組

織
に
損
害
を
与
え
る
可
能
性
の
あ

る
「
リ
ス
ク
」
と
し
て
は
常
に
身
近

に
あ
り
内
容
も
様
々
で
す
。
例
え
ば
、

私
た
ち
が
毎
日
使
う
ワ
ー
プ
ロ
や

パ
ソ
コ
ン
は
今
や
業
務
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
に
普
及
し
た
背
景

に
は
、
文
書
を
確
認
し
な
が
ら
き
れ

い
に
作
成
で
き
る
と
い
う
利
点
が

ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
を
逆
の
見
方
を
す
る
と
手

書
き
の
場
合
、
訂
正
が
難
し
い
と
い

う
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ

う
し
た
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
と

使
う
と
い
っ
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
が
今
日
で
は
日
常
的
に
な

り
、
さ
ら
に
便
利
に
き
れ
い
に
文
書

を
作
成
で
き
る
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ

コ
ン
へ
と
進
歩
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
は
何
気
な

い
日
常
業
務
か
ら
の
「
気
づ
き
」
で

発
見
で
き
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。 

先
の
例
で
、
た
だ
単
に
き
れ
い
な

文
字
を
打
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
昔
な
が
ら
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

で
こ
と
足
り
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
、

電
子
的
に
発
展
し
画
面
に
表
示
で

き
る
よ
う
進
化
し
た
の
に
は
、
「
間

違
い
を
確
認
で
き
た
な
ら
ば
・
・
・
」

と
い
う
「
気
づ
き
」
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

私
た
ち
社
会
福
祉
士
は
、
社
会
福

祉
の
専
門
職
（
プ
ロ
）
と
し
て
日
常

業
務
の
中
か
ら
「
気
づ
き
」
、
リ
ス
ク

が
発
生
す
る
前
に
回
避
、
あ
る
い
は

発
生
し
て
し
ま
っ
た
と
き
の
備
え

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場

で
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
も
日
ご
ろ
か
ら
自
己

研
鑽
に
努
め
、
「
気
づ
き
」
の
目
を
養

う
よ
う
努
力
す
る
こ
と
も
私
た
ち

社
会
福
祉
士
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

特 集 
福祉現場のリスクマネジメント

ーその２－ 
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◇会員のみなさまからの情報をお待ちしております◇ 

編
集
後
記 

 

今
号
か
ら
こ
の
「
み
な
み
風
」

の
編
集
作
業
は
、
広
報
委
員
が
持

ち
ま
わ
り
で
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、
委
員
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
る
紙
面
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。 

お
楽
し
み
に
！ 

 
 
 
 
 

☆ 

つ
い
先
日
、
事
務
局
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
開
設
と
会
員
専
用
ペ
ー
ジ

の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て
文
書
が
と

ど
い
た
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
今
ま
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
を
見
た
こ
の
な
い
か
た
に

と
っ
て
は
「
な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
？
」

で
し
ょ
う
。 

 

そ
こ
で
今
回
の
企
画
で
す
。 

 

①
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
い
れ
ま
す 

 

②
表
示
さ
れ
た
画
面
上
か
、
左
下

に
あ
る[

ス
タ
ー
ト]

ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
﹇(

全
て)

プ
ロ
グ
ラ

ム
﹈
の
中
か
ら
こ
の
マ
ー
ク
を
探

し
て
ク
リ
ッ
ク(

マ
ウ
ス
左
ボ
タ
ン

を
押)

し
ま
す
。 

 

③
変
わ
っ
た
画
面
の
「
ア
ド
レ

ス
」
を
一
度
ク
リ
ッ
ク
し
て
キ

ー
ボ
ー
ド
で
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力

し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
「
Ｅ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
」
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。 

※
以
上
の
手
順
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」

環
境
に
あ
る
と
い
う
前
提
で
す
。 

こ
こ 


